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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車体に対してユニットスイング式エンジンがその前部に設けられたピボット軸を中心に
上下揺動自在に配設されると共に、該ユニットスイング式エンジンの後方に延長された伝
動ケースとリヤアームとの間に後輪が支持される一方、前記ユニットスイング式エンジン
から排出される排気ガスを通す排気通路にエアインテークシステム制御弁を介して外気を
所定量導入して未燃焼ガスを燃焼させるようにした自動二輪車用エアインテークシステム
制御弁配設構造において、
　前記エアインテークシステム制御弁は、前記排気通路に接続されると共に、前記リヤア
ームに固定されて前記ユニットスイング式エンジンと共に上下揺動するように配設されて
いることを特徴とする自動二輪車用エアインテークシステム制御弁配設構造。
【請求項２】
　前記エアインテークシステム制御弁の下方には、排気装置を覆うプロテクタが配設され
、該プロテクタと前記エアインテークシステム制御弁との間には空間部が形成されたこと
を特徴とする請求項１記載の自動二輪車用エアインテークシステム制御弁配設構造。
【請求項３】
　前記エアインテークシステム制御弁は、前記ユニットスイング式エンジンと排気装置の
一部であるマフラとの間に配置されていることを特徴とする請求項１記載の自動二輪車用
エアインテークシステム制御弁配設構造。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、車体に対して上下揺動自在にユニットスイング式エンジンが配設された自動
二輪車、特に、外気を排気通路に所定量導入して未燃焼ガスを燃焼させるエアインテーク
システム制御弁（以下「ＡＩＳ制御弁」という）が配設された自動二輪車用エアインテー
クシステム制御弁配設構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、自動二輪車としてのスクータ型車両は、車体に対して上下揺動自在にユニット
スイング式エンジンが配設され、このユニットスイング式エンジンの後方に延長された伝
動ケースとリヤアームとの間に後輪が支持されている。
【０００３】
そして、このスクータ型車両には、外気を排気通路に所定量導入して未燃焼ガスを燃焼さ
せるＡＩＳ制御弁が設けられている。
【０００４】
このＡＩＳ制御弁は、吸気側の吸気負圧を検知して弁体を作動させて、外気の導入量を調
整するようにしており、リヤアームとクランクケースに跨って取り付けられたり、又、マ
フラに取り付けられたりして配設されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来のものにあっては、リヤアームとクランクケースとの間に
跨ってＡＩＳ制御弁が配設されたものでは、リヤアームとクランクケースとのそれぞれの
固有振動数が相違することから、ＡＩＳ制御弁の取付け部分が損傷する虞がある。また、
マフラにＡＩＳ制御弁を取り付けるようにしたものでは、マフラから直接熱が伝達される
ため十分な熱対策を施さなければならない。しかも、比較的重量物のマフラをユニットス
イング式エンジンやリヤアームに吊るようにして取り付けていると共に排気圧等の影響に
より、振動し易く、ＡＩＳ制御弁に悪影響を与える虞がある。
【０００６】
そこで、この発明は、振動が小さく取付け部の損傷を防止できると共に、熱対策もそれ程
必要ない自動二輪車用エアインテークシステム制御弁配設構造を提供することを課題とし
ている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を達成するために、請求項１に記載の発明は、車体に対してユニットスイン
グ式エンジンがその前部に設けられたピボット軸を中心に上下揺動自在に配設されると共
に、該ユニットスイング式エンジンの後方に延長された伝動ケースとリヤアームとの間に
後輪が支持される一方、前記ユニットスイング式エンジンから排出される排気ガスを通す
排気通路にエアインテークシステム制御弁を介して外気を所定量導入して未燃焼ガスを燃
焼させるようにした自動二輪車用エアインテークシステム制御弁配設構造において、前記
エアインテークシステム制御弁は、前記排気通路に接続されると共に、前記リヤアームに
固定されて前記ユニットスイング式エンジンと共に上下揺動するように配設されている自
動二輪車用エアインテークシステム制御弁配設構造としたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１記載の構成に加え、前記エアインテークシステム制
御弁の下方には、排気装置を覆うプロテクタが配設され、該プロテクタと前記エアインテ
ークシステム制御弁との間には空間部が形成されたことを特徴とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１記載の構成に加え、前記エアインテークシステム制
御弁は、前記ユニットスイング式エンジンと排気装置の一部であるマフラとの間に配置さ
れていることを特徴とする。
【０００９】
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【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態について説明する。
【００１０】
図１乃至図４９には、この発明の実施の形態を示す。この発明の実施の形態では、発明箇
所を含むスクータ型車両の全体について説明する。
【００１１】
この実施の形態のスクータ型車両は、概略的には、車体フレーム１（以下「フレーム１」
という）にユニットスイング式エンジン２が上下方向に揺動自在に連結されると共に、フ
レーム１の前部には前輪３が配設され、前記ユニットスイング式エンジン２の後部に後輪
４が支持されている。
【００１２】
そして、この骨格であるフレーム１は、図１０及び図１１等に示すように、複数のパイプ
が連結されて構成され、このフレーム１の周囲に複数のカバーが装着されている。
【００１３】
具体的には、まず、図６に示すように、フレーム１の車両前後方向の中央部に配置される
「中央カバー」としてのフートレストボード６を基準として、このフートレストボード６
の前側に、「他のカバー」としてのレッグシールド７，フロントパネル８及びフロントモ
ール９が順次取り付けられ、又、フートレストボード６の後側に、「他のカバー」として
のサイドカバー１１及びタンデムフートステップ１２が取り付けられ、更に、フートレス
トボード６の横側に、サイドモール１３が取り付けられている。そして、これらの下側に
は下部カバー５８が配設されている。
【００１４】
そのフートレストボード６は、図１２に示すように、車両後方から見て左側に基準ボルト
孔６ａが、又、この基準ボルト孔６ａと中心線を挟んで反対側に車幅方向に長い長孔６ｂ
が、更に、これら基準ボルト孔６ａ及び長孔６ｂの前側には、それぞれバカ孔６ｃ，６ｄ
が形成されている。
【００１５】
そして、その基準ボルト孔６ａに、図３及び図１０等に示すステー１ａから突設された図
示省略のボルトが挿通されてネジ止めされ、この基準ボルト孔６ａとそのネジとは略同じ
径に設定されているため、フートレストボード６の左右前後方向の位置決めがなされる。
但し、基準ボルト孔６ａを中心とする回転方向の位置決めはなされない。
【００１６】
同様に、上記長孔６ｂ及び遊挿孔６ｃ，６ｄに各ステー１ｂ，１ｃ，１ｄから図示省略の
ボルトが挿通されてネジ止めされている。その長孔６ｂにボルトがネジ止めされることに
より、上記回転方向の位置決めが成される。
【００１７】
このようにしてフートレストボード６がフレーム１に対して所定位置に取り付けられる。
【００１８】
次いで、このフートレストボード６を基準として、このフートレストボード６の前端縁と
の位置合わせをしてレッグシールド７をフレーム１にネジ止めして固定する。この場合の
レッグシールド７の取付けは、図示していないが、遊挿孔にネジを挿通することで、多少
の位置ズレが生じた場合でも、この位置ズレを吸収するようにしている。
【００１９】
そして、フレーム１に固定されたブラケット１ｅにステー１５を動く状態に仮締めすると
共に、フロントパネル８を仮置きし、このフロントパネル８とヘッドライト１６とをステ
ー１５に仮締めする。その後、このヘッドライト１６をフロントパネル８にスクリュー止
めすると共に、フロントパネル８をレッグシールド７に、このレッグシールド７を基準と
してスクリュー止めする（図１３参照）。
【００２０】
次いで、ステー１５とヘッドライト１６とフロントパネル８とを本締めし、その後、ステ
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ー１５とブラケット１ｅとを本締めする。
【００２１】
一方、フートレストボード６の後ろ側のサイドカバー１１も、そのフートレストボード６
を基準として位置合わせした状態で、図示省略の遊挿孔等を介して位置ズレを吸収して配
設する。
【００２２】
このようにフートレストボード６を基準として前側又は後側に順次他のカバーを組み付け
て行くため、前端部又は後端部を基準に組み付けて行く場合より、前端部又は後端部での
誤差が少なく、組立精度が向上することとなる。
【００２３】
一方、フレーム１の前端部に形成されたヘッドパイプ１ｆには、ハンドル１８が回転自在
に支持され、このハンドル１８がハンドルカバー１９で覆われている。このハンドルカバ
ー１９は、ハンドル１８に沿って略Ｖ字状に形成され、このハンドルカバー１９内に各種
ハーネス２１及び後輪ディスクブレーキ用のブレーキワイヤ２２が配索されている（図１
４参照）。
【００２４】
このブレーキワイヤ２２は、剛性を有する曲りパイプ２３及び樹脂製のパイプ２４内に挿
通されている。その曲りパイプ２３は、ブレーキハンドル２５の近傍に配設されると共に
、この曲りパイプ２３の端部に樹脂製のパイプ２４の端部が嵌合されて接続されている。
【００２５】
そのブレーキワイヤ２２がブレーキハンドル２５の操作により引かれることで、このワイ
ヤ２２がパイプ２３，２４内を相対移動してディスクブレーキのブレーキ操作がなされる
ようになっている。
【００２６】
そして、このようにブレーキワイヤ２２を剛性を有する曲りパイプ２３に挿通することに
より、Ｖ字状とされて曲がりの大きいハンドルカバー１９内であっても、そのブレーキワ
イヤ２２を配策することができるため、ハンドルカバー１９の外側にブレーキワイヤ２２
等が露出することなく、外観品質を確保することが出来る。
【００２７】
また、そのハンドルカバー１９をＶ字状に形成することにより、図１５に示すように、運
転者によるスピードメータ等の計器類２６の視認性を確保しつつ、外観品質も向上させる
ことが出来る。
【００２８】
一方、その計器類２６の前側には、図１５，図１６及び図１７に示すように、メータバイ
ザー２８が立設されており、このメータバイザー２８の前側には、一定の間隙ｃを持って
、このメータバイザー２８より大型のスクリーン２９が配設されている。
【００２９】
そのメータバイザー２８は、図１７等に示すように、第１メータバイザー３０と第２メー
タバイザー３１とから構成され、この第１メータバイザー３０に前記計器類２６が配設さ
れ、この第１，第２メータバイザー３０，３１がネジ３２止めされることにより組み付け
られている。
【００３０】
そして、この第２メータバイザー３０の外表面の車幅方向中央部に上下方向に沿う凹所３
１ａが形成されている。
【００３１】
また、スクリーン２９は、図１６に示すように、下端部２９ａ側が第２メータバイザー３
１にネジ止めされて取り付けられ、水平断面が第２メータバイザー３１と略同心円上で湾
曲して形成されている。
【００３２】
そして、計器類２６が取り付けられたメータバイザー３１及びスクリーン２９をサブ組み
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して、フレーム１やレッグシールド７等に着脱するようにしている。このようにすれば、
計器類２６等の着脱作業性を向上させることが出来、スピードメータのバルブ交換等を簡
単に行うことができる。
【００３３】
また、第２メータバイザー３０には、間隙ｃ側に凹所３１ａが形成されているため、この
部分では、スクリーン２９との間隙ｃが広くなり、手を差し込んで、スクリーン２９の裏
側の掃除がし易くなると共に、この凹所３１ａは、車幅方向中央部に、つまり、間隙ｃの
一番深い部分に形成されているため、この部分に手を差し込めば、その凹所３１ａの両側
に対応する部分のスクリーン２９裏面側の掃除も簡単に行うこともできる。
【００３４】
また、このスクータ型車両のフロント側には、荷物を吊り下げる荷下げフック３５がフロ
ントトランク３６の上側に配設されている（図１８，図１９及び図２０参照）。
【００３５】
すなわち、このフロントトランク３６は、荷物収納室を有するトランク本体３６ａに開閉
蓋３６ｂが配設され、この開閉蓋３６ｂは、下端部３６ｃがヒンジを介して回動自在に取
り付けられ、この開閉蓋３６ｂにより、トランク本体３６ａが開閉されるようになってお
り、このトランク本体３６ａの開口周縁部にはシール部材３６ｅが環状に配設され、開閉
蓋３６ｂの周縁部が当接することによりシールが行われるようになっている。しかも、こ
の開閉蓋３６ｂの上部には、ロック装置３６ｄが配設されている。
【００３６】
そして、前記荷下げフック３５は、その開閉蓋３６ｂのロック装置３６ｄの上側に配設さ
れている。この荷下げフック３５は、車体側に固定される取付け部３５ａと、この取付け
部３５ａから後方に延長された鉤形状のフック部３５ｂとを有している。
【００３７】
その取付け部３５ａは、レッグシールド７に形成された取付け凹部７ａに挿入され、ボル
ト３７・ナット３８により、フレーム１に固定されたステー１ｇにそのレッグシールド７
と共に共締めされている。
【００３８】
このフック部３５ｂの荷物引っ掛け位置Ｐは、開閉蓋３６ｂの一般面より後方に突出して
いるため、このフック部３５ｂに荷物を吊り下げた場合には、この荷物の荷重が直接開閉
蓋３６ｂに作用することが無く、この開閉蓋３６ｂとトランク本体３６ａとの間のシール
部材３６ｅ等を損傷させることが少ない。
【００３９】
また、この荷下げフック３５は、ロック装置３６ｄの上側近傍に配置されているため、こ
のロック装置３６ｄ配設部廻りのレッグシールド７は剛性が高いことから、荷下げフック
３５の支持強度も確保することが出来る。しかも、ここでは、フレーム１のステー１ｇに
取り付けられているため、一層支持強度が向上することとなる。
【００４０】
さらに、レッグシールド７には、荷下げフック３５の配設部分に平面形状の面取り部７ｂ
が形成されているため、荷下げフック３５を後方にそれ程突出させることなく、この荷物
の紐を引っかけるスペースを確保することが出来る。
【００４１】
さらに、図１８中、この荷下げフック３５の右横には、メインスイッチ４０が、フレーム
１のヘッドパイプ１ｆにブラケット１ｈを介して取り付けられている。そして、このメイ
ンスイッチ４０の上端部４０ａが、レッグシールド７に形成された開口７ｃから露出して
おり、そのメインスイッチ上端部４０ａの鍵穴にキーが挿入されて施錠・開錠できるよう
になっている。
【００４２】
そして、そのレッグシールド７上面部の開口７ａの周縁部７ｄが下方に凹まされることに
より、水がメインスイッチ４０内に浸入し難いようにしている。
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【００４３】
一方、前記フロントパネル８の前面の下部両側に、下側が開放された切欠き部８ａが形成
され、この切欠き部８ａにフロントフラッシャーランプ４２が配設されている。
【００４４】
すなわち、フロントフラッシャーランプ２４は、図６中ａ，ｂ，ｃの３ヶ所でフロントパ
ネル８に取り付けられている。それら各位置ａ，ｂ，ｃでの取付は、位置ａで代表される
図２２に示すように、その切欠き部８ａの周縁部に、取付ボス部８ｂが後方に向けて突設
される一方、前記フロントフラッシャーランプ４２のランプ本体４２ａには、取付け片４
２ｂが突設されている。そして、これら取付け片４２ｂが前記取付ボス部８ｂにネジ４３
止めされることにより、フロントフラッシャーランプ４２がその切欠き部８ａに嵌合され
るようにして取り付けられている。
【００４５】
このようにすれば、フロントフラッシャーランプ４２がフロントパネル８の前面の最下端
部に位置しているため、図２１中矢印に示すように、このフロントフラッシャーランプ４
２の裏側に手を挿入し易くバルブ４２ｃ交換の作業性が良好である。
【００４６】
また、そのフロントフラッシャーランプ４２を切欠き部８ａに取り付けることにより、切
欠き部８ａの下側が開放されていても、このフロントフラッシャーランプ４２取付部分の
面剛性を確保できる。
【００４７】
さらに、切欠き部８ａの下側が開放されており、ここにフロントフラッシャーランプ４２
を配設することにより、下方への照射範囲を拡大することが出来る。
【００４８】
前記フートレストボード６は、図５及び図６に示すように、車幅方向中央部に上方に突出
するトンネル部６ｅが形成されると共に、このトンネル部６ｅの両側に足載せ部６ｆが形
成されている。
【００４９】
この足載せ部６ｆは、図６に示すように、後ろ上がりに形成され、この後端部にメンテ開
口６ｇが形成され、このメンテ開口６ｇにタンデムフートステップ１２が配設されている
。このタンデムフートステップ１２には、一部に凹所１２ａが形成され、フレーム１に図
６中２ヶ所でネジ１２ｂにて取り付けられている。
【００５０】
このタンデムフートステップ１２を外すことにより、そのメンテ開口６ｇからエンジン２
側のメンテナンス（プラグ交換等）を行うことができ、このタンデムフートステップ１２
をメンテリッドと兼用できることとなる。
【００５１】
また、このタンデムフートステップ１２は、凹所１２ａが形成されることにより、この凹
所１２ａに図６中二点鎖線に示すようにタンデムライダーの足の踵を位置させるようにす
れば、足首を無理に延ばす必要なく、楽な状態で、足を置くことが出来る。
【００５２】
しかも、この凹所１２ａの上側のサイドカバー１１には、側方に膨らむ膨出部１１ａが形
成されているが、この凹所１２ａを形成してこの凹諸１２ａ底面の位置を下げることによ
り、その膨出部１１ａの下側に、この膨出部１１ａを回避してその凹所１２ａの足載せ面
を位置させることが出来るため、タンデム乗員の乗り込み時用スペースを確保することが
できる。
【００５３】
さらに、図２３に示すように、サイドカバー１１の後面部１１ｂの内側には、テールラン
プ４７が配設され、このサイドカバー後面部１１ｂに上下一対のランプ開口１１ｃが配設
され、これらランプ開口１１ｃからテールランプ４７が臨んでいる。このテールランプ４
７は、一枚のレンズ４７ａの裏側にバルブ４７ｂが配設され、この一枚のレンズ４７ａが
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、前記両ランプ開口１１ｃに跨って外部に露出している。
【００５４】
このように上下一対のランプ開口１１ｃを設け、ここから一つのテールランプ４７の異な
る部分を露出させることで、外観上は、２つのテールランプ４７が配設されているように
見え、外観品質が向上することとなる。
【００５５】
一方、図１，図８等に示すように、前記ユニットスイング式エンジン２には、前部の下部
から「懸架機構」としての懸架ブラケット４９が前方に延長されて配設され、この懸架ブ
ラケット４９の前端部がピボット軸５０にてフレーム１に対して上下動自在に取り付けら
れている。このユニットスイング式エンジン２は、後述するシート６４の下方に搭載され
る一方、このユニットスイング式エンジン２の前方の車体側には後述するラジエター５６
が配設されている。
【００５６】
また、このエンジン２の後端部側には、リヤクッション５１の下端部５１ａが回動自在に
取り付けられ、このリヤクッション５１の上端部５１ｂがフレーム１に固定されたブラケ
ット５４に回動自在に支持されている。
【００５７】
このユニットスイング式エンジン２は、図１，図８及び図２４等に示すように、シリンダ
ブロック２ａのシリンダ軸が車両前後方向に沿い、ピストン２ｂが車両前方に位置するよ
うに略水平に配設され、このピストン２ｂがコネクティングロッド２ｃを介してクランク
シャフト２ｄに連結されている。そして、このクランクシャフト２ｄにチェーン２ｅを介
してカム軸２ｐが連結され、このカム軸２ｐにウオーターポンプ２ｆの回転軸２ｑが接続
されると共に、このクランクシャフト２ｄの端部には、Ｖベルト変速機２ｇが配設されて
いる。
【００５８】
そのウオーターポンプ２ｆは、ユニットスイング式エンジン１の前部の、前記懸架ブラケ
ット４９の上側で、且つ、前記ピボット軸５０に近接した位置に配設され、上記チェーン
２ｅの伝達媒体を介して回転軸２ｑのインペラ２ｈが回転されることにより、詳細は後述
するラジエター５６からの冷却水が「水通路パイプ」としての供給ホース５７ａを介して
エンジン２内に流入されるようになっており、又、エンジン２内を循環した冷却水が戻り
ホース５７ｂを介してラジエター５６に戻るようになっている。
【００５９】
そのウオーターポンプ２ｆとラジエター５６とを繋ぐ供給ホース５７ａは、前記ピボット
軸５０付近を通して配策されている。
【００６０】
このようにウオーターポンプ２ｆがユニットスイング式エンジン２の前部で、ピボット軸
５０に近接して配設されると共に、このピボット軸５０付近を供給ホース５７ａが通って
いるため、この供給ホース５７ａの長さを短くできると共に、ユニットスイング式エンジ
ン２が揺動した場合でも、供給ホース５７ａの可動スペースを狭くできる。
【００６１】
また、ウオーターポンプ２ｆの下側には、懸架ブラケット４９が配設されているため、こ
のブラケット４９により保護されて、跳ね上げられた石等による損傷を防止できる。
【００６２】
さらに、そのウオーターポンプ２ｆは、ユニットスイング式エンジン２の前部に配設され
、この前部から供給ホース５７ａが前方に延長されているため、従来のようにエンジンに
沿って配索されているものと比較すると、エンジン２からの熱の影響を受け難く、耐久性
等を向上させることが出来る。
【００６３】
また、Ｖベルト変速機２ｇは、クランクシャフト２ｄに源動側のプーリ２ｉが配設され、
このプーリ２ｉのＶ字状の溝にＶベルト２ｊが巻回されるようになっており、この溝の幅
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が変化することにより、Ｖベルト２ｊの位置が変化するようになっている。そして、この
Ｖベルト２ｊが図示省略の従動側のプーリに巻回され、後輪４に動力を伝達するようにし
ている。この従動側のプーリの溝の幅も変化するようになっている。
【００６４】
そして、Ｖベルト変速機２ｇが配設された変速室２ｋ内に外気を導入して冷却を行う外気
導入ダクト５２がエレメント２ｍを介して接続されている。
【００６５】
この外気導入ダクト５２は、前記ユニットスイング式エンジン２から前方に向けて延長さ
れ、ゴム製の可撓性部５２ａと、合成樹脂製の剛体部５２ｂとを有している。この可撓性
部５２ａは、前側の略半分が蛇腹状に形成され、後端部がベルト室（エンジン２）に接続
される一方、前端部に、剛体部５２ｂの後端部が接続されている。そして、この剛体部５
２ｂは、後端部近傍においてフレーム１にベルト５３にて固定され、この固定箇所より前
側において上方に延長されて、上端部がフートレストボードトンネル部６ｅ内に挿入され
てトンネル部６ｅ上面に対向した位置で、その外気導入ダクト５２の吸気口５２ｃが開口
して上方を向いている。
【００６６】
このようにエンジン２はユニットスイング式であり、フレーム１に対して上下方向に揺動
するため、その外気導入ダクト５２の可撓性部５２ａで、ユニットスイング式エンジン２
とフレーム１との相対移動を吸収するようにしている。
【００６７】
また、この外気導入ダクト５２の吸気口５２ｃが、トンネル部６ｅ内の高い位置に設定さ
れ、しかも、外気導入ダクト５２の吸気口５２ｃは、トンネル部６ｅ内で開口しているた
め、各車輪３，４により跳ね上げられた泥やエンジン２の熱気が、その吸気口５２ｃから
吸入されることが無く、清浄で冷えた外気をその変速室２ｋ内に供給できて冷却性を確保
することが出来る。この変速室２ｋ内では、プーリ２ｉに形成されたフィン２ｎにより、
その外気が後方に向けて送風される。
【００６８】
ところで、フレーム１をダクトとして利用しているものも見受けられるが、径が細いため
外気の単位時間当たりの流入量をそれ程大きく出来ず、冷却性を確保できない虞があり、
径を大きくすると、車体重量の増加を招くこととなる。
【００６９】
これに対して、フレーム１とは別に外気導入ダクト５２を設けることにより、それ程、重
量増加を招かずに、径を大きくできて冷却性能を確保できる。
【００７０】
また、図２５，図２６及び図２７に示すように、前記両リヤクッション５１には、イニシ
ャル調整を行う調整部材５１ｃが配設されており、これら内の、マフラ５５と後輪４との
間に配設された一方のリヤクッション５１の調整部材５１ｃには、斜め下方に突出する操
作パイプ５１ｄが溶接されて斜め下方に向けて突設され、この操作パイプ５１ｄを図示省
略の車載ツールで操作して、調整部材５１ｃを回転させることにより、イニシャル調整が
可能となる。
【００７１】
このように操作パイプ５１ｄを溶接してマフラ５５より下方に突設することにより、リヤ
クッション５１がマフラ５５と後輪４との間に配設されている場合でも、マフラ５５が邪
魔になることなく、イニシャル調整を簡単に行うことができる。
【００７２】
図２８中符号５６はラジエターで、前記供給ホース５７ａ及び戻りホース５７ｂを介して
前記のように水平で横置きに配設されたエンジン２に接続されている。
【００７３】
そのラジエター５６は、レッグシールド７のトンネル部７ｅ内で、且つ、フレーム１のヘ
ッドパイプ１ｆから斜め下方に延びる左右パイプ１ｉの間に配設されている（図３０等参
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照）。
【００７４】
このラジエター５６は、上下にタンク部５６ａ，５６ｂが設けられると共に、これら両タ
ンク部５６ａ，５６ｂがフィン部５６ｃにより連結されている。このフィン部５６ｃの間
を走向風が通過することにより、このフィン部５６ｃ内を流れる冷却水が熱交換されて冷
却されることとなる。そして、その下タンク部５６ａには、車両後方から見て車体右側に
供給ホース５７ａが接続され、エンジン２まで延長され、又、エンジン２には、戻りホー
ス５７ｂが接続され、前方に延長されて上タンク部５６ｂの車両後方から見て車体右側に
接続されている。この戻りホース５７ｂは、トンネル部７ｅ，６ｅ内に挿通されている。
【００７５】
このように上下にタンク部５６ａ，５６ｂを配設することにより、ラジエター５６の左右
の幅を狭くできるため、足載せスペースを確保しつつ左右の車体幅を短くできる。
【００７６】
また、戻りホース５７ｂをトンネル部７ｅ，６ｅ内に配策することにより、戻りホース５
７ｂの配索に苦慮することがないと共に、トンネル部７ｅ，６ｅで戻りホース５７ｂを保
護することが出来る。
【００７７】
前記ラジエター５６は、図３１に示すように、車体の下方を覆う下部カバー５８上に少し
前傾した状態で配設されており、このラジエター５６の後方にはラジエターガード５９が
配設されている。
【００７８】
その下部カバー５８は、前端部が上方に立ち上げられてラジエター５６の前側にルーバ部
５８ｂが形成され、このルーバ部５８ｂから走向風をラジエター５６に導くようにしてい
る。
【００７９】
また、この下部カバー５８には、ラジエター５６の後方位置に冷却風排出口５８ａが形成
され、更に、この下部カバー５８の後端部５８ｃが図６に示すように後方に向けてタンデ
ムフートステップ１２近傍まで延長されている。
【００８０】
この下部カバー５８は従来のインナーパネルとアンダーカバーとが一体に形成されたもの
に相当する。
【００８１】
さらに、前記ラジエターガード５９は、水平断面がコ字状を呈し、ラジエター５６の側部
に位置して車両前後方向に沿う一対の側壁５９ｃと、この両側壁５９ｃを連結する後壁５
９ｄとを有している。
【００８２】
このラジエターガード５９は、下端部５９ａが、下部カバー５８の冷却風排出口５８ａに
挿入される一方、上端部５９ｂが、ラジエター５６の上側を覆うようになっている。
【００８３】
これにより、ルーバ部５８ｂから導入された冷却風は、そのラジエター５６を通過して熱
交換された後、この温風がラジエターガード５９に案内されて、下部カバー５８の冷却風
排出口５８ａから下方に排出されることとなる。
【００８４】
なお、このラジエターガード５９には、図１等に示すように、キャニスタ６０が取り付け
られている。
【００８５】
一方、図９中符号６４は、二人乗り用のシートで、このシート６４の前側下部には燃料タ
ンク６５が、又、この燃料タンク６５の後ろ側には収納ボックス６６が配設されている。
【００８６】
そして、その燃料タンク６５と収納ボックス６５との間には、図５，図６，図３２及び図
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３３に示すように、バッテリーボックス６８が配設されている。このバッテリーボックス
６８は、「外装カバー」としてのサイドカバー１１に一体成形され、この中にバッテリー
６９が収納できるようになっていると共に、蓋７０で開閉できるようになっている。
【００８７】
このように、バッテリーボックス６８をサイドカバー１１に一体成形することにより、部
品点数が削減されると共に、スペースの有効活用が図られることとなる。
【００８８】
特に、バッテリーボックス６８が大型化すると、フートレストボード６の下側に配置する
のはスペース的に難しくなり、又、車両フロント部側に配置した場合には、エンジン２ま
で長いハーネスを配索しなければならない。
【００８９】
してみれば、エンジン２に近く、スペースを確保できる場所として、燃料タンク６５と収
納ボックス６６との間が最適である。
【００９０】
一方、燃料タンク６５は、図３４及び図３５に示すように、フレーム１に支持され、上部
の前端部に給油口６５ａが配設されている。そして、この燃料タンク６５の側面部に、フ
ューエルポンプ７２が取り付けられ、燃料タンク６５内の燃料をキャブレター７３に供給
するようにしている。
【００９１】
詳しくは、この燃料タンク６５の底面部６５ｃには、ストレーナ７４から延長されたホー
ス７５が接続され、このストレーナ７４から延長されたホース７５が前記フューエルポン
プ７２に接続されている。また、このフューエルポンプ７２は、ホース７６を介して前記
キャブレター７３に接続されると共に、負圧ホース７７を介して吸気マニホールド７８に
接続されている。
【００９２】
これによれば、吸気マニホールド７８からの負圧を利用して、燃料タンク６５からストレ
ーナ７４を介してフューエルポンプ７２内に燃料を吸い込んだ後、このポンプ７２から燃
料を吐出させてホース７６を介してキャブレター７３に燃料を供給するようにしている。
【００９３】
このようなものにあっては、燃料タンク６５とキャブレター７３の高さが近い位置に設定
されているため、高低差を利用して、燃料タンク６５からキャブレター７３に良好に供給
するのが難しいことから、フューエルポンプ７２を用いて燃料タンク６５内の燃料をキャ
ブレター７３側に強制的に送るようにしている。
【００９４】
そして、この実施の形態のように、フューエルポンプ７２を用いたものにおいて、このフ
ューエルポンプ７２の高さをキャブレター７３の高さより高くすると共に、負圧ホース７
７を短くすることにより、性能の安定化を図ることができる。
【００９５】
さらに、そのフューエルポンプ７２は燃料タンク６５の側面部６５ｂに取り付けられてい
るため、燃料タンク６５の脱着時に、この燃料タンク６５と共に脱着でき、サブアッセン
ブリが可能となる。
【００９６】
前記収納ボックス６６は、ヘルメット等が収納される大きさを有し、フレーム１に支持さ
れ、上部開口６６ａが前記シート６４により開閉されるようになっている。
【００９７】
そして、この収納ボックス６６の側方には、図１及び図９に示すように、フレーム１の一
部に上方に突出するようにスタンディングハンドル８１が固定されて配設され、この部分
における収納ボックス６６，シート６４及びサイドカバー１１の断面構造は、図３６に示
すようになっている。
【００９８】
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すなわち、収納ボックス６６の側壁６６ｂには、上端部にシール面部６６ｃが形成され、
このシール面部６６ｃの内側に堰部６６ｄが、このシール面部６６ｃの一般面より上方に
突出されて形成されている。そして、このシール面部６６ｃにシート６４側に取り付けら
れたシール部材８２が当接してシールされるようになっている。
【００９９】
また、その収納ボックス６６のシール面部６６ｃの外側には、一段下がった位置に、水平
面部６６ｅが形成され、この水平面部６６ｅの車外側端部が斜め上方に延びる傾斜片６６
ｆが形成されている。これら水平面部６６ｅ及び傾斜片６６ｆ等の「壁部」により、凹所
６６ｇが形成され、この凹所６６ｇに、シート６４の側縁部６４ａが挿入されている。
【０１００】
さらに、収納ボックス側壁６６ｂに形成された固定部６６ｈに、サイドカバー１１から延
長された取付片１１ｉがビス止めされる一方、このサイドカバー１１には、前記スタンデ
ィングハンドル８１に対応した部位に上方に膨らんで、このハンドル８１を覆う被覆部１
１ｄが形成され、この被覆部１１ｄの上端部１１ｅが、前記収納ボックス傾斜片６６ｆの
上端フランジ部６６ｉ上に重なって連続するように配置されている。
【０１０１】
乗員は、このサイドカバー１１に形成された開口１１ｆから手を挿入してそのスタンディ
ングハンドル８１を持って車両を起き上がらせるようにすることができる。このサイドカ
バー１１は車体中心を中心として左右に２分割されている。
【０１０２】
このようにシート側縁部６４ａを凹所６６ｇに挿入すると共に、サイドカバー１１の上端
部１１ｅが収納ボックス傾斜片６６ｆの上端フランジ部６６ｉ上に重なるようにすれば、
シート側縁部６４ａとサイドカバー１１との連続性が得られ、外観品質が確保されること
となる。
【０１０３】
また、シール面部６６ｃの内側に、上方に突出する堰部６６ｄを形成することにより、単
に平坦なシール面部６６ｃにシール部材８２を当接させてシールするものと比較すると、
収納ボックス６６内への水の浸入をより確実に防止することが出来る。
【０１０４】
さらに、シート６４等から凹所６６ｇに流れ落ちた水は、凹所６６ｇが前下がりとなって
いるため、車両前方に向かって流れて排水され、収納ボックス６６内への水の侵入を防止
することが出来る。
【０１０５】
さらにまた、図２，図５０及び図５１等に示すように、その収納ボックス６６の側壁６６
ｂには、エアインテークシステムクリーナ８７（以下「ＡＩＳクリーナ８７」という）が
取り付けられる一方、このＡＩＳクリーナ８７が接続されたＡＩＳ制御弁８８が、後輪４
を縣架するリヤアーム９０に取り付けられている。このリヤアーム９０は、図５０に示す
ように、ボルト９０ｂによりユニットスイング式エンジン２に固定され、後輪４は、ユニ
ットスイング式エンジン２の後方に延長された伝動ケース２ｓとそのリヤアーム９０との
間に支持されている。
【０１０６】
そのＡＩＳ制御弁８８により、外気を排気通路に所定量導入して未燃焼ガスを燃焼させる
ようにしており、ＡＩＳクリーナ８７は、その外気の吸気の途中に設けられ、塵や水等が
吸入されるのを防止するようにしている。
【０１０７】
より詳しくは、このＡＩＳクリーナ８７は、一端部がフレーム１に固定されたブラケット
９１に取り付けられる一方、他端部が収納ボックス６６の側面部に取り付けられている。
【０１０８】
そして、このＡＩＳクリーナ８７には、ゴムホース８６ａが接続され、このゴムホース８
６ａの先端部がフレーム１内に挿入され、ここから吸入した空気をＡＩＳクリーナ８７で
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清浄化した後、成形ゴムホース８６ｂを通してＡＩＳ制御弁８８に送り、このＡＩＳ制御
弁８８が開いているときには、このＡＩＳ制御弁８８から金属パイプ８６ｃを介して排気
通路に外気を供給するようにしている。この金属パイプ８６ｃは、図５４に示すようにシ
リンダヘッド２ｔに接続されて排気通路と連通している。
【０１０９】
また、ＡＩＳ制御弁８８は、図５０及び図５１に示すように、ユニットスイング式エンジ
ン２とマフラ５５との間で、前記リヤアーム９０上にボルト８８ｈにより取り付けられて
いる。そのマフラ５５は図５１等に示すようにリヤアーム９０から突設された複数のボス
９０ａに支持されている。
【０１１０】
そのＡＩＳ制御弁８８の構造は、図５３に示すように、ＡＩＳクリーナ８７から排気マニ
ホールド８９側への外気の通路を開閉する開閉バルブ８８ａが設けられ、この開閉バルブ
８８ａのバルブシャフト８８ｂの上端部がダイヤフラム８８ｃに取り付けられている。こ
のダイヤフラム８８ｃにより仕切られた上側の負圧室８８ｄがパイプ８６ｄにより吸気マ
ニホールド７８に接続されている（図４参照）。
【０１１１】
これにより、吸気マニホールド７８内の負圧が大きくなると、パイプ８６ｄを介して負圧
室８８ｄ内の負圧が大きくなり、スプリング８８ｅの付勢力に抗してダイヤフラム８８ｃ
が上方に変位し、開閉バルブ８８ａが図５３に示す状態から上昇し、最上昇した位置で、
外気導入通路が閉じられる。なお、排気通路側からの排気ガスの逆流は、逆止弁８８ｆ（
リード弁）にて阻止されるようになっている。符号８８ｇは、逆止弁８８ｆが所定の位置
まで開いた状態で停止させるストッパーである。
【０１１２】
また、前記パイプ８６ｄの配索は、図４，図２８に示すように、車体右側に配設されたＡ
ＩＳ制御弁８８から車体左側に延長されて、吸気マニホールド７８のエルボ部７８ａに車
体左側から接続されている。
【０１１３】
このようにＡＩＳ制御弁８８をリヤアーム９０のみに取り付けることにより、従来のよう
に固有振動数の異なる２部材に跨って配設されていないため、ＡＩＳ制御弁８８の取付け
部の損傷を防止できる。また、マフラ５５に取り付けるものでないため、重装備の熱対策
が必要ないと共に、リヤアーム９０はユニットスイング式エンジン２に強固に取り付けら
れ、マフラ５５のようにふらつき難く、又、排気圧により振動するということもないため
、ＡＩＳ制御弁８８に対する振動による悪影響も防止できる。
【０１１４】
さらに、ＡＩＳ制御弁８８は車体右側に配設され、この車体右側には略同じ高さにエンジ
ン冷却水の戻りホース５７ｂが配索されているため、スペース的な制約があると共に、こ
の戻りホース５７ｂは高温となることから、この車体右側でパイプ８６ｄを吸気マニホー
ルド７８に接続するには、その戻りホース５７ｂが邪魔になり接続し難い。そのため、そ
のパイプ８６ｄを車体左側まで延長してこの左側で吸気マニホールド７８に接続するよう
にしているため、接続作業性が良好となる。また、そのパイプ８６ｄの接続位置は、エル
ボ部７８ａの曲率半径の大きい外面部に接続されているため、この部分は吸気の流速の変
化が大きいことから、負圧の変化も大きくなり、負圧の検知精度が向上する。
【０１１５】
また、前記ＡＩＳ制御弁８８の下方には、図５０，図５１，図５５及び図５６に示すよう
に、「排気装置」としての排気マニホールド８９及びマフラ５５を覆うプロテクタ９２が
配設され、このプロテクタ９２と前記ＡＩＳ制御弁８８との間には空間部Ｋが形成されて
いる。
【０１１６】
このプロテクタ９２は、図５０に示すように側面から見ると、略三角形状を呈し、断面が
図５５及び図５６に示すように円弧形状に形成され、排気マニホールド８９及びマフラ５
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５に固定された支持ブラケット９２ａにボルト９２ｂにて取り付けられている。そして、
このプロテクタ９２にて排気マニホールド８９及びマフラ５５の車外側側面部や上面部が
覆われている。
【０１１７】
このようにしてプロテクタ９２にて、マフラ５５等を覆うことで、触媒が設けられて特に
高温となるマフラ５５等を外面に露出しないようにしている。
【０１１８】
また、マフラ５５等からの熱をそのプロテクタ９２で遮蔽することにより、ＡＩＳ制御弁
８８への熱による悪影響を抑制している。しかも、このプロテクタ５５とＡＩＳ制御弁８
８との間には、空間部Ｋが設けられているため、マフラ５５側からの熱の影響を一層抑制
できる。
【０１１９】
さらに、図９に示すように、前記収納ボックス側壁６６ｂには、板金８４が配置され、こ
の板金８４にシートダンパ８５の後端部８５ａがボルト・ナット等により取り付けられ、
このシートダンパ８５の前端部８５ｂが、前記シート６４に取り付けられている。このシ
ートダンパ８５は、前記バッテリーボックス６８の側方を通って配策され、図３２に示す
ように、サイドカバー１１の燃料タンク６５を覆う部分にダンパ用開口１１ｈが形成され
、シート６４を開いたときには、その開口１１ｈが逃げとなってシートダンパ８５が上方
に回動するようになっている。
【０１２０】
そして、シート６４を開いた状態では、ダンパ用開口１１ｈを介して、図３２等に示すよ
うに、キャブレター７３のパイロットスクリュー７３ａが露出するため、このパイロット
スクリュー７３ａの調整を簡単に行うことができる。
【０１２１】
前記シート６４は、図９に示すように、シート芯材６４ｂ，クッション材６４ｃ及び表皮
６４ｄが積層されて構成され、前端部６４ｅがヒンジ９３を介してフレーム１側に回動自
在に取り付けられている。
【０１２２】
そのシート芯材６４ｂには、車両前後方向の略中央部から下方に向けて水平断面がＨ型を
呈するシート側荷重受け部６４ｆが突設される一方、前記スタンディングハンドル８１の
途中に支持座９４が内側に向けて固定されている。そして、この支持座９４に、サイドカ
バー１１の凹部底面部１１ｇがネジ９５止めされる一方、この底面部１１ｇ上に前記シー
ト側荷重受け部６４ｆが当接されている。
【０１２３】
また、図２及び図９に示すように、前記シート６４の後端部に対応する位置のフレーム１
側には、シート６４の後端部をロックするシートロック装置９７が配設され、このシート
ロック装置９７がシートロックワイヤ９８を介して前記メインスイッチ４０に連結されて
いる。
【０１２４】
そして、メインスイッチ４０をキー操作してロック解除位置まで作動させると、シートロ
ックワイヤ９８が引かれて遠隔操作されることにより、シートロック装置９７がロック解
除されるようになっている。
【０１２５】
このシートロックワイヤ９８は、前端部９８ａから後方に向けてトンネル部６ｅ，７ｅ内
に挿通された後、断面Ｕ字状のプロテクタ９９内に挿通され、更に、このプロテクタ９９
の後端部９９ａからフレーム１内に挿通され、このフレーム１の後端部から引き出されて
シートロック装置９７に連結されている。
【０１２６】
このように断面Ｕ字状のプロテクタ９９やパイプ形状のフレーム１内に、シートロックワ
イヤ９８を挿入して保護することにより、外部からの不正開錠入力により、このシートロ
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ックワイヤ９８が引かれることを防止でき、防盗性を確保することができる。
【０１２７】
さらに、前記シート６４の後方には、図９，図３７，図３８等に示すように、タンデムハ
ンドル１０１が配設され、このタンデムハンドル１０１等にキャリヤ１０２とバックレス
ト１０３とが取り付けられている。
【０１２８】
このタンデムハンドル１０１は、図３７に示すように、前側脚部１０１ａがボルト１０１
ｂによりフレーム１に固定され、後側取付け部１０１ｃがボルト１０１ｄによりフレーム
１に取り付けられている。
【０１２９】
一方、キャリヤ１０２は、下側先端部のフレーム取付け部１０２ａが図３８に示すように
ボルト１０２ｃにてフレーム１に取り付けられ、このボルト１０２ｃが前記タンデムハン
ドル１０１の後側取付け部１０１ｃにて覆われている。また、このキャリヤ１０２は、上
側先端部のハンドル取付け部１０２ｂが図９に示すようにボルト１０２ｄにてタンデムハ
ンドル１０１に取り付けられている。
【０１３０】
さらに、前記バックレスト１０３は、図９に示すように、タンデムハンドル１０１の後部
上にボルト１０３ａにて固定されている。
【０１３１】
さらにまた、図３９及び図４０に示すように、前記シート６４の前端部側の裏面には、ヘ
ルメットを吊り下げるヘルメットハンガー１０５が配設されている。
【０１３２】
このヘルメットハンガー１０５は、ワイヤ式で、一端部１０５ａがシート６４裏面に取り
付けられ、他端部にリング部１０５ｂが設けられ、このリング部１０５ｂがシート６４裏
面に設けられたフック棒１０６に係脱されるようになっている。また、シート６４の裏面
には、折返し部材１０９が配置されて、この折返し部材１０９にヘルメットハンガー１０
５の途中が掛けられて折り返されている。
【０１３３】
一方、燃料タンク６５側には、前記フック棒１０６に対応する位置に突起部１０７が上方
に向けて突設されている。
【０１３４】
このヘルメットハンガー１０５の使用方法は、シート６４を開いた状態で、ヘルメットの
リング１０８にそのハンガー１０５を挿通し、次いで、このハンガー１０５のリング部１
０５ｂをシート６４裏面のフック棒１０６に引っかける。そして、シート６４を閉じるこ
とにより、そのフック棒１０６が、燃料タンク６５側の突起部１０７に挿入された状態で
、そのリング部１０５ｂのフック棒１０６からの外れが防止されることとなる。
【０１３５】
ところで、前記前輪３の上側を覆うフロントフェンダ１１０は、図２０に示すように、ア
ンダーブラケット１１１より前側の前方部１１０ａが上方に突出し、このアンダーブラケ
ット１１１の下側から後方の後方部１１０ｂが一段下がって形成されている。
【０１３６】
このようにすれば、このフロントフェンダ１１０が前輪３と一体となって上下動しても、
フロントフェンダ１１０の後方部１１０ｂとアンダーブラケット１１１との間に間隙Ｈが
確保されているため、フロントフェンダ１１０とアンダーブラケット１１１とが干渉する
ことがないと同時に、一段高くなったフロントフェンダ前方部１１０ａで、アンダーブラ
ケット１１１との間隙が前方から見えないようになっていることから、外観品質を確保出
来ることとなる。
【０１３７】
一方、図１乃至図３，図４１乃至図４４に示すように、後輪４側に設けられたリヤフェン
ダ１１３は、後輪４の上側を覆うリヤフェンダ本体部１１３ａと、このリヤフェンダ本体
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部１１３ａの前端部の右角部分から延長された覆い部１１３ｂとが形成されている。この
覆い部１１３ｂにより、前記ＡＩＳ制御弁８８が覆われるようになっている。
【０１３８】
そして、この覆い部１１３ｂとリヤフェンダ本体部１１３ａとの境部分に、図４３に示す
ように、計２つの水抜き孔１１３ｃが形成されている。
【０１３９】
このように水抜き孔１１３ｃを形成することにより、この水抜き孔１１３ｃからリヤフェ
ンダ１１３上の水を排水することができ、エアクリーナ１１５への防水が行われることと
なる。
【０１４０】
すなわち、後輪４により巻き上げられた水等で、リヤフェンダ本体部１１３ａ上の水は、
車体中心線の左側においては、エアクリーナ１１５自体に遮られて、このエアクリーナ１
１５の前面側に配置された吸気口１１５ａから侵入することはない。また、後輪４により
巻き上げられた水等で、リヤフェンダ本体部１１３ａ上の水は、車体中心線の右側におい
ては、水抜き孔１１３ｃから排水されることより、ここより前側に流れて行くことが無く
、そのエアクリーナ１１５の前面側に配置された吸気口１１５ａからの水の浸入が防止さ
れることとなる。
【０１４１】
また、図８及び図４５に示すように、そのエアクリーナ１１５の吸気口１１５ａは、斜め
外側を向いており、この吸気口１１５ａの周囲にはボックス部１１６が配置され、このボ
ックス部１１６の開口１１６ａが側方を向いていると共に、この開口１１６ａ周縁部に外
側に向けて開口１１６ａ内への水の浸入を防止するフランジ部１１６ｂが形成されている
。このフランジ部１１６ｂの上部側には、切欠き部１１６ｃが形成され、ここにスポンジ
１１９が配設されている。
【０１４２】
さらに吸気口１１５ａの上側には、車両前後方向に延びる第１防水フラップ１１７がベル
ト１１７ａにてフレーム１に取り付けられて垂下され、又、その吸気口１１５ａの前側に
は、車幅方向に沿う第２防水フラップ１１８が孔１１８ａに挿通されたベルト１１８ｂに
て取り付けられて配設されている。この両防水フラップ１１７，１１８はゴム製で一体成
形されている。
【０１４３】
この第１防水フラップ１１７により、上方からの水が吸気口１１５ａに侵入しないように
すると共に、第２防水フラップ１１８により、車両前方からの水が吸気口１１５ａに浸入
しないようにしている。
【０１４４】
また、ボックス部１１６上を流れてきた水は、スポンジ１１９で吸収されることにより、
開口１１６ａからエアクリーナ１１５の吸気口１１５ａに浸入されるのを防止できる。こ
のようにスポンジ１１９を設ければ、ここに水が衝突した場合でも跳ね上がりを防止でき
るため、単にフランジ１１６ｂが形成されているものと比較すると、水の浸入を有効に防
止できる。また、サイドモール１３には、第２防水フラップ１１８の裏面近傍にリブ１３
ｇが形成されているため、この第２防水フラップ１１８の前側から後ろ側に水が回り込む
のを防止できる。
【０１４５】
一方、図４６中符号１２０はリカバリータンクで、このリカバリータンク１２０は、フー
トレストボード６の下側に配設されている。詳しくは、そのリカバリータンク１２０は、
タンク本体１２０ａがキャップ１２０ｂにより開閉自在に設けられる一方、このキャップ
１２０ｂが、フートレストボード６に形成されたひょうたん形のタンク開口６ｈから上方
に臨んでいる。そして、このタンク開口６ｈがカバー１２１で開閉されるようになってい
る。
【０１４６】
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このカバー１２１には、一対のフック片１２１ａが突設される一方、これらフック片１２
１ａと反対側の辺には弾性変形可能な係止片１２１ｂが形成されている。そして、それら
一対のフック片１２１ａは、前記タンク開口６ｈの周縁部の裏面側に係止されると共に、
その係止片１２１ｂが当該周縁部に係脱されるようになっている。
【０１４７】
また、前記キャップ１２０ｂには舌片１２０ｃが形成され、この舌片１２０ｃを持ってキ
ャップ１２０ｂを外すことにより吸水できるようになっている。
【０１４８】
このリカバリータンク１２０に冷却水を吸水するときには、マット１２３を外した後、カ
バー１２１の係止片１２１ｂを操作して係止状態を解除して外し、更に、舌片１２０ｃを
もってキャップ１２０ｂを外すようにしている。このようにキャップ１２０ｂを外すとき
には、タンク開口６ｈのひょうたん形の頭の部分に指を挿入して舌片１２０ｃを摘むこと
が出来、その頭の部分を指の挿入スペースにできる。
【０１４９】
前記サイドモール１３とフートレストボード６との合わせ部は、図５，図４７，図４８及
び図４９に示すようになっている。すなわち、サイドモール１３の上部には、略水平に延
びる取付片１３ａが形成され、この取付片１３ａには、ボルト孔１３ｂが形成されると共
に、この取付片１３ａの更に先端には突起片１３ｃが形成されている。そして、この取付
片１３ａにフートレストボード６の断面コ字状の固定部６ｉがネジ１３ｄ止めされている
。
【０１５０】
また、このサイドモール１３の上端部には、マット１２３の端縁部が載置される載置片１
３ｅが形成されると共に、この載置片１３ｅには段差部１３ｆが形成され、この段差部１
３ｆにマット１２３の端縁部が嵌合されるようになっている。これにより、マット１２３
の位置決めが成されると共に、このマット１２３の端縁部の浮きを防止することが出来る
。
【０１５１】
さらに、そのサイドモール１３の取付片１３ａには、更に前方に延びる突起片１３ｃが形
成されているため、このサイドモール１３の仮止め時に、その取付片１３ａを、フートレ
ストボード６の断面コ字状の固定部６ｉの内側に挿入した状態で、そのサイドモール１３
が外側に倒れようとすると、その突起片１３ｃがフートレストボード６の裏面に当接する
ことから、その倒れを防止することが出来る。
【０１５２】
【発明の効果】
　以上説明してきたように、請求項１に記載された発明によれば、ＡＩＳ制御弁は、後輪
を支持するリヤアームに配設されており、従来のように固有振動数の異なる２部材に跨っ
て配設されていないことから、ＡＩＳ制御弁の取付け部分の損傷を防止できると共に、マ
フラに取り付けていないため、重装備の熱対策が必要ないと共に、振動による悪影響も防
止できる。
【０１５３】
　請求項２に記載された発明によれば、上記効果に加え、ＡＩＳ制御弁の下方には、排気
装置を覆うプロテクタが配設され、このプロテクタと前記ＡＩＳ制御弁との間には空間部
が形成されているため、マフラ等からの熱をそのプロテクタで遮蔽することができ、ＡＩ
Ｓ制御弁への熱による悪影響を抑制できる。しかも、このプロテクタとＡＩＳ制御弁との
間には、空間部が設けられているため、マフラ側からの熱の影響を一層抑制できる、とい
う実用上有益な効果を発揮する。
　請求項３に記載された発明によれば、ＡＩＳ制御弁は、ユニットスイング式エンジンと
排気装置の一部であるマフラとの間に配置されているため、より具体的な構成で、請求項
１と同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】この発明の実施の形態に係るスクータ型車両の全体概略を示す側面図である。
【図２】同実施の形態に係るスクータ型車両の全体概略を示す側面図である。
【図３】同実施の形態に係るスクータ型車両の全体概略を示す平面図である。
【図４】同実施の形態に係るスクータ型車両の全体概略を示す平面図である。
【図５】同実施の形態に係るシートを外した状態のスクータ型車両の平面図である。
【図６】同実施の形態に係るカバー類を組み合わせた状態の側面図である。
【図７】同実施の形態に係るカバー類を組み合わせた状態の正面図である。
【図８】同実施の形態に係るカバー類を外した状態の側面図である。
【図９】同実施の形態に係るシート等を示す一部を破断した側面図である。
【図１０】同実施の形態に係るフレームを示す平面図である。
【図１１】同実施の形態に係るフレームを示す側面図である。
【図１２】同実施の形態に係るフートレストボードの一部を示す平面図である。
【図１３】同実施の形態に係る車両のフロント部分の分解斜視図である。
【図１４】同実施の形態に係るハンドルカバー内を正面から見た図である。
【図１５】同実施の形態に係る計器類を運転者から見た図である。
【図１６】同実施の形態に係るスクリーンやメータバイザー等を側方から見た図である。
【図１７】同実施の形態に係る第１，第２メータバイザーを示す分解斜視図である。
【図１８】同実施の形態に係るフロントトランクや荷下げフック等を示す図である。
【図１９】同実施の形態に係るフロントトランクの開閉蓋の一部を破断した図である。
【図２０】同実施の形態に係るフロントフェンダ等を示す側面図である。
【図２１】同実施の形態に係る図７のＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図２２】同実施の形態に係る図６のＢーＢ線に沿う断面図である。
【図２３】同実施の形態に係るスクータ型車両を後方から見た図である。
【図２４】同実施の形態に係るエンジンの一部を示す平面図である。
【図２５】同実施の形態に係るリヤクッションとマフラを示す側面図である。
【図２６】同実施の形態に係るリヤクッションとマフラを示す平面図である。
【図２７】同実施の形態に係るリヤクッションの半断面図である。
【図２８】同実施の形態に係るラジエター等の配索状態を示す側面図である。
【図２９】同実施の形態に係るラジエター等の配索状態を示す平面図である。
【図３０】同実施の形態に係る図２８を矢印Ｃ方向から見た正面図である。
【図３１】同実施の形態に係るスクータ型車両の前部の側面図である。
【図３２】同実施の形態に係るバッテリーボックス部分の平面図である。
【図３３】同実施の形態に係る図３２のＤ－Ｄ線に沿う断面図である。
【図３４】同実施の形態に係る燃料タンク配設部廻りの平面図である。
【図３５】同実施の形態に係る燃料タンク配設部廻りの側面図である。
【図３６】同実施の形態に係る図９のＥ－Ｅ線に沿う断面図である。
【図３７】同実施の形態に係る図９のＦ－Ｆ線に沿う断面図である。
【図３８】同実施の形態に係る図９のＧーＧ線に沿う断面図である。
【図３９】同実施の形態に係るヘルメットハンガーの概略を示す側面図である。
【図４０】同実施の形態に係るヘルメットハンガーの概略を示す平面図である。
【図４１】同実施の形態に係るリヤフェンダの側面図である。
【図４２】同実施の形態に係るリヤフェンダの平面図である。
【図４３】同実施の形態に係る図４２のＨーＨ線に沿う断面図である。
【図４４】同実施の形態に係る図４２を矢印Ｉ方向から見た図である。
【図４５】同実施の形態に係る第２防水フラップ等を正面から見た図である。
【図４６】同実施の形態に係る図４のＪ－Ｊ線に沿う断面図である。
【図４７】同実施の形態に係る図５のＫ－Ｋ線に沿う断面図である。
【図４８】同実施の形態に係るサイドモールの平面図である。
【図４９】同実施の形態に係る図４８のＬ－Ｌ線に沿う断面図である。
【図５０】同実施の形態に係る車体後部側の右側面図である。
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【図５１】同実施の形態に係るマフラやＡＩＳ制御弁等の配置を示す平面図である。
【図５２】同実施の形態に係るエンジンやマフラを車両前方から見た図である。
【図５３】同実施の形態に係るＡＩＳ制御弁の断面図である。
【図５４】同実施の形態に係る図５０のＭ－Ｍ線に沿う断面図である。
【図５５】同実施の形態に係る図５０のＮ－Ｎ線に沿う断面図である。
【図５６】同実施の形態に係る図５０のＰ－Ｐ線に沿う断面図である。
【符号の説明】
２　ユニットスイング式エンジン
４　後輪
55　マフラ（排気装置）
78　吸気マニホールド
87　ＡＩＳクリーナ
88　ＡＩＳ制御弁
89　排気マニホールド（排気装置）
90　リヤアーム
92　プロテクタ
Ｋ　空間部
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